
 

  

武道用マスク（剣道など） 

2021年 1月現在、全日本剣道連盟のコロナウイルス感染症

拡大予防ガイドラインに沿い、飛沫による感染を防ぐため、マスク

着用が義務付けられています。しかしながら布製マスクを着けると

皮膚からの熱が籠り気付かないうちに脱水になるなど、体温調整

が難しくなってしまいます。また、酸素欠乏症のリスクも高くなってし

まいます。 

この商品は布製のマスクとは違い、口を塞がないので熱が籠ら

ず、前出のような心配はございません。また、咳やくしゃみなどの直

線的な前面への飛沫を防ぎ安心して相手と話すことが出来ま

す。 

以下、全日本剣道連盟『感染拡大予防ガイドラインのマスクにつ

いて（2020/６/24更新）』より一部抜粋 

・面マスクは、呼吸障害を起こさないようにするため、通気性のあ

るものや、吐息が下部と側方に逃げるものが望ましい 

・面マスク着用の際に、マスクと口の間に少し空間を設けると息苦

しさが緩和されます（横から見ると立体的になる） 

本品は上記の要件をクリアしておりますので、是非お試しくださ

い。 

 

呼吸を妨げない！ 

前面に飛沫しない！ 
 

※防熱中症 

※防酸素欠乏症 
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特許申請中：特願 2021-029625 

 

マスクとは・・・『病菌・埃などを防ぐために、 

鼻・口を覆うもの』 

（広辞苑） 
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声を出せる！ 

大きく息を吐くと、外気を吸い寄せ、ウイルスもろとも下へ促しま

す。 

 

 

前面への飛沫を許さない！ 

口から前方へ直線的な飛沫は樹脂のボディに

より遮っています。 

 

呼吸を妨げない！ 

両サイドと下部へ充分な気道が確保されており、呼気、吸気共に

妨げる気道を妨げる布は無い為、通常の呼吸を維持できます。 

 


